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未
来
を
語
る 

市
政
懇
談
会

ま
ち
の
未
来
を

　
一
緒
に
描
こ
う　4 月 16 日～ 18 日、24 日～ 26 日に市内６地域で、市の施策や

将来像について説明し、市民の皆さんと意見交換する「未来を語
る市政懇談会」が開催されました。
　計 384 人の市民が参加し、各会場では、生活に密着した課題や
産業・教育などについて様々な意見が出されました。主なご意見・
市の回答などを紹介します。

問 総合政策課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐0916

春
日
地
域

と
き
：
４
月
16
日

と
こ
ろ
：
ハ
ー
ト
フ
ル
か
す
が

参
加
者
：
54
人

「
人
口
減
少
に
よ
る
産
業
の
担
い
手
不

足
が
心
配
」

春
日
地
域
在
住  

男
性

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
で
農
業
・

商
工
業
な
ど
の
地
域
産
業
の
担
い

手
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
人
口

減
少
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
も
大
切
で

す
が
、
経
済
力
が
高
ま
っ
て
い
か
な
い
と

ま
ち
が
消
え
て
い
っ
て
し
ま
う
と
心
配
し

て
い
ま
す
。

市
回
答　

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
産
業
や

な
り
わ
い
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
特
に
農

業
は
「
儲
か
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
」
と
い

う
訳
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持

に
必
要
な
も
の
で
す
。
大
規
模
農
家
に
集

約
す
る
だ
け
で
な
く
、
就
農
体
系
に
応

じ
て
支
援
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
業
な
ど
を
継
承
で
き
な
い
こ

と
も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
５

月
に
商
工
会
館
内
に
開
設
す
る
「
B
ｉ

ｚ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
た
ん
ば
」
で
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
充
実
さ
せ
、
既
存
企
業
の
新
規

事
業
展
開
や
創
業
支
援
な
ど
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

市
島
地
域

と
き
：
４
月
17
日

と
こ
ろ
：
ラ
イ
フ
ピ
ア
い
ち
じ
ま

参
加
者
：
51
人

「
市
島
地
域
の
小
学
校
統
合
に
関
す
る

審
議
は
慎
重
に
」市

島
地
域
在
住  

男
性

市
島
地
域
の
小
学
校
統
合
に
つ
い

て
、
今
年
度
、
統
合
準
備
委
員

会
が
設
置
さ
れ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
統

合
あ
り
き
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
に
つ
い
て
審
議
し
、
ま
た
委
員
の
メ
ン

バ
ー
に
も
公
募
の
委
員
を
入
れ
る
な
ど
、

住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

市
回
答　

平
成
30
年
３
月
に
「
市

島
地
域
の
こ
れ
か
ら
の
教
育
を
考

え
る
会
」
か
ら
「
で
き
る
だ
け
早
い
時

期
に
統
合
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
と

い
う
提
言
を
受
け
ま
し
た
。
小
学
校
の

統
合
は
、
教
育
だ
け
で
な
く
地
域
づ
く

り
に
も
関
わ
る
大
き
な
課
題
で
す
。
提

言
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
、
地
域
と
十
分
に
協

議
を
し
て
、
進
め
て
い
き
ま
す
。

青
垣
地
域

と
き
：
４
月
18
日

と
こ
ろ
：
青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
63
人

「
職
員
数
が
減
っ
て
も
地
域
と
の
連
携

は
密
に
と
っ
て
ほ
し
い
」

青
垣
地
域
在
住  

男
性

職
員
数
が
減
っ
た
こ
と
で
、
地
域
と
の

関
係
が
希
薄
に
な
っ
た
よ
う
に
感

じ
て
い
ま
す
。
職
員
が
減
っ
た
こ
と
が
結

果
的
に
良
か
っ
た
の
か
を
し
っ
か
り
検
証

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
支
所
の
機
能
が
本

庁
に
集
約
さ
れ
る
と
聞
く
の
で
、
職
員
が

減
っ
て
も
市
民
生
活
が
不
便
に
な
ら
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

市
回
答　

行
政
改
革
の
た
め
、
職
員

数
を
最
大
時
か
ら
１
７
４
人
減
ら

し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
人
件
費
の

削
減
は
進
ん
で
お
り
、
将
来
の
さ
ら
に
厳

し
い
財
政
状
況
を
見
越
し
て
、
今
後
も
職

員
数
の
適
正
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
所
機
能
の
縮
小
に
つ
い
て
は

具
体
的
に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

職
員
数
が
減
っ
て
も
不
便
を
与
え
な
い
体

制
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
職
員

一
人
ひ
と
り
の
業
務
ス
キ
ル
を
上
げ
、
自

治
協
議
会
な
ど
と
協
力
し
て
地
域
活
動
が

低
下
し
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

柏
原
地
域

と
き
：
４
月
24
日

と
こ
ろ
：
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
87
人

「
柏
原
支
所
の
ホ
テ
ル
化
は
本
当
に
必

要
な
の
か
？
」

柏
原
地
域
在
住  

男
性

柏
原
支
所
の
ホ
テ
ル
化
の
話
が
あ
り
ま

す
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

本
当
に
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
柏
原
の

ま
ち
な
か
は
日
中
は
閑
散
と
し
て
お
り
、

観
光
客
が
来
る
の
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

市
回
答　

歴
史
的
景
観
の
あ
る
柏
原

支
所
庁
舎
を
ホ
テ
ル
に
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
消
費
が
見
込
ま
れ
る
宿

泊
客
を
獲
得
し
、
観
光
を
産
業
と
し
て

成
り
立
た
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
柏

原
地
域
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
柏
原
地

域
が
活
性
化
す
る
こ
と
で
、
市
全
体
が

盛
り
上
が
る
こ
と
を
目
標
に
し
た
取
り
組

み
で
す
。
将
来
に
向
け
て
、
こ
の
ま
ち
を

な
ん
と
か
よ
み
が
え
ら
せ
る
よ
う
、
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ホ
テ
ル
の
赤
字
を
市
が
負
担
す
る
の
か

と
い
う
心
配
が
あ
り
ま
す
が
、
民
間
が

運
営
主
体
と
な
る
た
め
、
市
の
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

山
南
地
域

と
き
：
４
月
25
日

と
こ
ろ
：
山
南
住
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
52
人

「
人
口
の
中
心
部
集
中
が
心
配
」

山
南
地
域
在
住  

男
性

ま
ち
づ
く
り
の
話
で
、
都
市
機
能
を

中
心
部
に
集
積
し
て
い
く
考
え
を

示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
で
人
口
が
中
心
地

に
集
中
し
て
い
く
の
が
心
配
で
す
。

市
回
答　

い
わ
ゆ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
」
で
は
、
都
市
機
能
と
あ

わ
せ
て
人
口
も
中
心
部
に
集
積
す
る
と

い
う
考
え
で
す
が
、
丹
波
市
は
そ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
定
の
都
市
機
能
を

集
積
し
て
財
政
負
担
を
抑
え
て
い
く
と

い
う
考
え
は
あ
り
ま
す
が
、も
う
一
つ「
住

み
慣
れ
た
地
域
で
住
み
続
け
る
」
と
い

う
柱
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

一
見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、

公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

住
み
慣
れ
た
土
地
で
暮
ら
し
な
が
ら
、

必
要
に
応
じ
て
集
積
さ
れ
た
都
市
機
能

を
利
用
す
る
暮
ら
し
を
目
指
し
ま
す
。

20
年
後
の
ま
ち
の
姿
を
尋
ね
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
地
域
で
住
み
続
け
、
都
市
機

能
の
一
部
を
中
心
部
に
集
積
す
る
」
が
58

％
と
最
も
多
い
回
答
で
し
た
。

氷
上
地
域

と
き
：
４
月
26
日

と
こ
ろ
：
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー

参
加
者
：
77
人

「
市
の
水
道
代
が
高
い
と
感
じ
る
」

氷
上
地
域
在
住  
女
性

移
住
し
て
き
て
、
市
の
水
道
料
金
が

他
市
と
比
べ
て
高
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。市

回
答　

丹
波
市
で
は
、
市
内
に

８
９
０
km
の
水
道
管
を
張
り
巡
ら

せ
て
お
り
、
水
道
管
や
水
道
施
設
な
ど

を
維
持
管
理
す
る
た
め
、
水
道
料
金
を

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

水
道
管
の
負
担
距
離
に
例
え
る
と
、
丹

波
市
で
は
１
人
あ
た
り
13
ｍ
、
対
し
て
神

戸
市
で
は
５
，
０
０
０
km
の
水
道
管
を

１
５
０
万
人
で
維
持
管
理
す
る
た
め
、
負

担
距
離
は
３
ｍ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
他
市

に
比
べ
て
広
い
面
積
を
少
な
い
人
口
で
維

持
管
理
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
水
道
料

金
が
比
較
的
高
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

電
気
と
違
い
、
水
道
は
各
自
治
体
が

独
立
採
算
で
経
営
す
る
た
め
、
水
道
料

金
は
自
治
体
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
県
内
に
は
料
金
格
差
が
あ
る
の

で
、
国
へ
の
財
政
支
援
な
ど
も
要
請
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
集
：
未
来
を
語

る
市
政
懇
談
会

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

中
小
企
業
支
援
制
度

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

下

水

道

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど
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場所 日時 一般外来 救急外来

柏原病院
６月 28 日（金） 休診

通常受入れ
　　29 日（土）

休日
　　30 日（日） 休止（正午から）

丹波医療
センター

７月 １日（月）
休診

休止（終　　日）
　　２日（火） 休止（正午まで）
　　３日（水）

２日午後から７日
の間、救急車搬

送患者に限定

　　４日（木） 予約患者に
限定　　５日（金）

　　６日（土）
休日

　　７日（日）
　　８日（月） 一般診療開始 通常受入れ

　県立柏原病院が７月１日に県立丹波医療センタ
ーとして移転・開院することに伴い、患者移送や
医療機器の移転作業のため、６月 28 日（金）以
降の一般外来・救急外来の一部診療を制限します。
問 県立柏原病院 ☎ 72‐0524
　 県立丹波医療センター ☎ 88‐5200 ※７月以降

健康センターミルネに
健康課・地域医療課・地域包括支援課
が移転します

H P

　森林についての不安や悩みを抱える自治会や
森林所有者に寄り添い、問題解決に向けてサポ
ートする「丹波市林業普及推進員」を認定しま
した。相談内容に応じて、素材生産業者や行政
との橋渡しを行い、地域のニーズに合わせた解
決策を考えるお手伝いをします。地区外の相談
にも対応します。お気軽にご相談ください。

■林業普及推進員
地域 地区 氏　名

柏原 柏原 香川　正夫
新井 植木　克幸

氷上 中央 新宅　郁夫
生郷 荻野　敏伸

青垣 芦田 芦田　昭治
芦田 澤田　貴之

春日 黒井 金川　俊昭
黒井 竹知　達男
春日部 三井　和俊
大路 細見　　勝
大路 細見　康夫
大路 山崎　春人
船城 長澤　秀明

山南 久下 菅原　一男
久下 藤原　　均
久下 山内　一郎

市島 吉見 足立　正宏
吉見 荻野　俊男
吉見 吉良　幸弘
吉見 永井　直樹
美和 杉山　重利

問　農林整備課（春日庁舎内）☎ 88‐5029

森林の悩みをご相談ください

林業普及推進員
H P

　次回の選挙は、７月に第 25 回参議院議員通
常選挙が執行される予定です。今後お送りする
市からのお知らせにご注意いただき、忘れずに
投票へ行きましょう。
　また、県選挙管理委員会では、選挙や候補者

に関する情報を点字または
音声（朗読 CD）にした「選
挙のお知らせ」を、視覚に
障がいのある人に無料で配
布しています。申込は、兵
庫県選挙管理委員会までご
連絡ください。
　　  ☎ 078‐362‐3101

選挙コラム

次回選挙のお知らせ
問 市選挙管理委員会（氷上庁舎総務課内）
☎ 82‐1002

H P

「平成 30 年度明るい選挙啓発ポスター」応募作品
吉田結

ゆ い

さん（青垣中学校２年生）※応募時

　
　令和２年丹波市成人式のアトラクション部門
をプロデュースする新成人を募集します。“成人
式” を自分たちの手で盛り上げよう！

■対象 / 平成 11 年４月２日～平成 12 年４月１
日生まれで、４回程度行われる会議に出席でき
る人※丹波市に住民票がない人でも、成人式に
参加予定の場合は応募できます。
■募集人数 /10 人程度
■募集期限 / ６月 28 日 ( 金 )
■成人式日時 / 令和２年 1 月 12 日（日）

申 問市民活動課（氷上住民センター内）
☎ 82‐0409

成人式を

プロデュースしよう
H P

７月は切り替え時期です

福祉医療費受給者証
H P

問 市民課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐6690
　
　７月１日から医療費の一部を助成する福祉医療費
助成制度の受給者証が切り替わります。受給資格者
には、６月下旬に新しい受給者証を送付します。

■重度障害者医療 / ７月１日から、70 歳から 74
歳の人も受給者証が使えるようになります。健康
保険証・高齢受給者証・限度額適用認定証などと
あわせて、医療機関に提示してください。
■母子家庭等医療 / 助成を受けるには、現況届の
提出が必要です。対象者には、５月上旬に届出書
を送付しています。
■高齢期移行医療 /65 ～ 69 歳の人で、該当者の
み受給者証を送付します。

申問

問 健康課 ( 氷上保健センター内 ) ☎ 82‐4567
問 地域医療課 ( 氷上保健センター内 ) ☎ 82‐4611
問 地域包括支援課 ( 春日庁舎内 ) ☎ 74‐0368

１階

２階

３階

７月 から
オープン
するよ！

診療予定のお知らせ

柏原病院・丹波医療センター
問 地域医療課 ( 氷上保健センター内 )
☎ 82‐4611

H P

地域包括支援課
※春日庁舎などから
移転

高齢者への包括的支援や障害児通所支援事業を担い、高齢者や
障がい児、その家族が安心して生活できるようサポートします。

【７月以降の問い合わせ先】 ☎ 88‐5751

健康課・
地域医療課
※氷上保健センター
から移転

健康増進や疾病予防・母子保健・地域医療を担い、市民の健康
づくりや子どもたちの健やかな成長をサポートします。

【７月以降の問い合わせ先】
健康課・地域医療課 ☎ 88‐5750

ミルネ訪問看護
ステーション

訪問看護サービスを提供し、在宅医療をサポートします。
☎ 88‐5672

ミルネ診療所　 身体の具合が悪くなった場合は、ミルネ診療所をかかりつけとし
て診察を受けることができます。専門的な治療や入院が必要な場
合は、県立丹波医療センターなどの病院を紹介します。

【７月以降の問い合わせ先】☎ 88‐5670 ※７月４日から診療開始
ミルネ健診センター 健診・人間ドック・婦人科検診など、予防医療を提供します。

休日応急診療所
※柏原地域から移転

７月７日（日）以降、休日や年末年始に応急的な診療を提供します。
【７月以降の問い合わせ先】 ☎ 88‐5800

　７月にオープンする健康センターミルネは、市の保健・医療・福祉・介護を担う施設です。ミルネ
には診療所や健診センターなどのほか、市の健康・福祉を担当する部署が移転します。市民の健康の
保持増進、地域包括ケアシステムの構築に一体となって取り組みます。

問

■６月 20 日から健診予約の電話受付を開始します！
①丹波市国保の人 ・丹波市の受診券を持っている
人：☎ 88‐5673   ②①以外の人：☎ 88‐5671（代表）
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Ｆ

　ごみステーションに出せる（市のごみ収集を
利用できる）ごみは、家庭から出たごみだけで
す。商店や工場など、事業活動によって生じた
廃棄物（事業系ごみ）は、ごみステーションに
は出せません。

　ごみステーションに出されたものが事業活動
によって生じたごみであると判断できる場合は、
収集を行いません。また、店舗と自宅が同一建
物であっても、家庭ごみと事業系ごみを分けて
ください。事業系ごみは許可証を持ってごみ処
理施設へ直接搬入するか、一般廃棄物収集運搬
許可業者へ収集を依頼してください。
※産業廃棄物は市のごみ処理施設では
処理できません。
　ご理解とご協力をお願いします。

エココラム

事業系ごみは収集できません
問 環境課（丹波市クリーンセンター内）
☎ 78‐9999

H P

　
　海外交換留学事業に参加する小中高生などに、
渡航費の一部または全部を補助します。

■補助対象者 / 市内の国際交流協会やその他非営
利団体が実施する海外交換留学事業に参加する①
小中高生②引率者③介助者
■補助金額①小中高生③介助者：補助対象経費の
４分の１※上限 50,000 円②引率者：補助対象経
費の全額※上限 250,000 円
詳細は丹波市国際交流協会（☎ 72-5880）にお問
い合わせください。

海外交換留学の

渡航費を補助します
申 問 人権啓発センター ( 氷上住民センター内 )
☎ 82‐0242

　市税の滞納処分として差し押さえた不動産の
公売を行います。不動産の詳細な情報は、税務課・
各支所にある「不動産公売広報」か市のホーム
ページをご確認ください。物件により「買受適
格証明書」が必要な場合がありますので、手続
きについては事前にお問い合わせください。

■とき / ９月４日 ( 水 )　入札開始：午後１時
30 分　15 分前集合
■ところ / 氷上住民センター
■持ち物 / 公売保証金・印鑑
■公売不動産一覧
種類 所在 買受適

格証明
土地

（山林）
春日町朝日 928 番 1
春日町朝日 928 番４
春日町朝日字八幡山 1255 番２
春日町朝日字八幡山 1255 番 18
春日町朝日字八幡山 1261 番１
春日町朝日字八幡山 1261 番２
合計：6 筆　総面積：1,688 ㎡

不要

土地（宅
地・田）

春日町牛河内字池ノ下 418 番
春日町牛河内字池ノ下 419 番
春日町牛河内字池ノ下 420 番
春日町牛河内字池ノ下 421 番１
春日町牛河内字池ノ下 457 番
合計：５筆　総面積：4,202.35 ㎡

要

建物
（畜舎）

春日町牛河内字池ノ下 418 番地 25 番
春日町牛河内字池ノ下 418 番地～ 421
番地  合計：２棟　総面積：1,113.26 ㎡

要

土地（田）市島町北岡本字花ノ木 293 番１
合計：１筆　総面積：365 ㎡

要

入札日は９月４日（水）

不動産公売を実施
H P

問税務課（氷上庁舎内）☎ 82‐1535　　

　
■第１次試験日 / ７月 28 日（日）
■試験会場 / 氷上住民センター
■募集職種 / ①事務職（障がい者含む）５人程度

（うち障がい者１人程度）②事務職（社会人経験
者）２人程度③土木職 ２人程度④建築職 ２人程
度⑤保健師 ２人程度⑥学芸員 １人程度⑦消防職 
若干名
■受験資格 / 受験職種により要件が異なります。
詳しくは「職員採用候補者試験実施要項」をご
覧ください。
■受付期間 / ５月 27 日（月）～６月 28 日（金）
■受付場所 / 職員課（氷上庁舎２階）※持参に限
る（代理人可）
■提出書類 / ①職員採用候補者試験受験申込書②
受験票※そのほか、受験職種により必要なもの
が異なります。
※申込書類は、職員課・消防本部・各支所にあ
ります。また、市のホームページからもダウン
ロードできます。

令和２年４月採用

丹波市職員を募集！
申 問  職員課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐0722

　
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
は
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
総
合
的
に
支
援
す
る
機
関
で
す
。

　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
保
健
師
・
社

会
福
祉
士
が
連
携
し
、
他
の
機
関
と
協
力

し
な
が
ら
問
題
解
決
に
向
け
て
支
援
し

ま
す
。
介
護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
以
外

に
も
、
福
祉
・
医
療
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
春
日
・
市
島
地
域
を
担
当
す
る
「
東
部

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
開
所

　

地
域
の
高
齢
者
福
祉
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
社
会
福
祉
法

地域包括支援センターで
地域に寄り添った高齢者
福祉をお届けします

H P

     地域包括支援課（春日庁舎内）☎ 74‐0368問

　
　市内在住の 65 歳以上で、運転免許証を自主返
納し、運転経歴証明書の交付を受けた人に「た
んば共通商品券」10,000 円分を交付します。

■申請方法 / ①丹波警察書で運転免許書を返納
し、運転経歴証明書を交付申請する。※交付に
は 15 日間ほどかかります。
②市役所・各支所で自主返納支援事業を申請する。
申請後、たんば共通商品券 10,000 円分を郵送し
ます。
■持ち物 / ①の手続き時：運転免許証・交付手数
料 1,100 円・印鑑　②の手続き時：運転経歴証
明書※交付後１年以内のもの、印鑑

運転免許を自主返納された人に

商品券を交付します
申 問 くらしの安全課 ( 氷上庁舎内 ) ☎ 82‐1532

H P

H P

H P

　住宅用火災警報器は、すべての住宅の寝室な
どに設置が義務付けられており、ブザーや音声
などでいち早く火災発生を知らせてくれる大切
なものです。火災警報器を適切に設置し、日ご
ろから点検していざという時に備えましょう。

■設置が必要な場所 / 各寝室※２階または３階
に寝室がある場合は階段にも設置が必要
■点検方法 / 最低でも 1 年に１回、ボタンを押
すかひもを引くなどして、正常に機能するか確
認する。
■使用期限 / 設置から 10 年を目安に取り替える。
また、ほとんどの機器で、「ピッピッ」という音
または音声で電池切れを知らせてくれます。
■処分方法 / 古くなった機器の本体は金属類、
電池は電池類にわけて収集ごみとして出すこと
ができます。
詳細・ご不明な点は丹波市消防本部予防課に問
い合わせてください。

設置・点検してください

住宅用火災警報器
 問 予防課 ( 消防本部内 ) ☎ 72‐2255

H P

人
丹
波
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務
を
委

託
し
、
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

開
所
し
ま
し
た
。
春
日
・
市
島
地
域
の
皆

さ
ん
は
、
こ
ち
ら
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
住
所
／
春
日
町
黒
井
１
５
０
０
番
地

（
ハ
ー
ト
フ
ル
か
す
が
内
）

☎
74
‐
１
９
０
０　
　

74
‐
１
９
０
１

◆
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

西
部
（
青
垣
・
氷
上
）、
南
部
（
柏
原
・

山
南
）、
東
部
（
春
日
・
市
島
）
の
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
と
め
、

市
全
体
で
高
齢
者
福
祉
を
よ
り
良
い
も

の
に
す
る
た
め
、
地
域
包
括
支
援
課
内
に

「
基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を

新
設
し
ま
し
た
。
７
月
か
ら
は
健
康
セ
ン

タ
ー
ミ
ル
ネ
に
移
転
し
、
医
療
・
介
護
の

連
携
や
、
高
齢
者
虐
待
問
題
な
ど
、
様
々

な
地
域
包
括
支
援
施
策
を
充
実
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

最近物忘れ
がひどくて
心配・・

家族の退院が
近いけど介護
が不安・・

お気軽に
ご相談ください！
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　 総合政策課（氷上庁舎内）☎ 82‐0916

丹波市公式 LINE での

問い合わせが可能になりました
問

H P

　無料通信アプリ LINE で、市民からの問い合わ
せに人工知能（AI）が自動で回答する機能が、「丹
波市公式 LINE」上で使えるようになりました。
丹波市公式 LINE で提供していたクーポン券の発
行や行政情報の発信に加え、行政や市民生活に関
するお問い合わせへの自動回答機能が無料で利用
できます。気になることがあれば、24 時間、休
日でも問い合わせることができます。

■サービス利用方法
①すでに丹波市公式 LINE の友だち登録が済んで
いる場合：テキスト入力ボックスに質問を入力
して送信してください。※利用前に、利用条件
への同意が必要です。
②丹波市公式 LINE を友だち登録していない場合：
丹波市ホームページまたは右
の QR コードから友だち登録を
行い、①と同様に利用してく
ださい。

 　

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
ブ
ロ
ッ
ク
塀
／
補
強
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
造
の
塀
、
レ
ン
ガ
・

ブ
ロ
ッ
ク
・
石
造
な
ど
の
組
積
造
の
塀
お

よ
び
万
年
塀
な
ど
で
、
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
も
の

①
市
内
に
設
置
さ
れ
た
も
の

②
個
人
住
宅
ま
た
は
介
護
保
険
施
設
や

障
が
い
者
支
援
施
設
な
ど
の
社
会
福
祉

施
設
に
付
属
す
る
も
の

③
通
学
路
な
ど
を
含
む
、
一
般
の
通
行
の

用
に
供
す
る
道
に
面
し
て
い
る
も
の

④
高
さ
60
セ
ン
チ
以
上
の
も
の
で
、
建
築

基
準
法
上
の
基
準
に
適
合
し
な
い
も
の

や
、
危
険
な
状
態
の
も
の

※
翌
年
１
月
31
日
ま
で
に
撤
去
工
事
が

完
了
す
る
も
の
に
限
る

■
補
助
金
額
／
補
助
対
象
経
費
の
３
分
の
２

※
補
助
対
象
経
費
は
、
撤
去
費
用
か
、
撤

去
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
見
付
面
積

×
１
万
円
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

※
上
限　

個
人
住
宅
：
20
万
円
、
社
会
福

祉
施
設
：
１
６
０
万
円

■
申
請
期
限
／
12
月
27
日
（
金
）

■
そ
の
ほ
か
／
撤
去
工
事
前
に
申
請
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
、
住
ま
い
づ
く
り
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

危険ブロック塀の撤去に
最大 20 万円を補助します

H P

　    住まいづくり課（春日庁舎内）☎ 88‐5039問申

チェックしてみましょう！

□　塀は高すぎないか
□　塀の厚さは十分か
□　塀の一定間隔ごとに控え壁があるか
□　コンクリートの基礎があるか
□　塀に傾き、ひび割れはないか

１つでも当てはまると「危険」です。
ホームページで詳しくチェック！  ⇒

　市では、将来社会に貢献する人材の育成をめ
ざして奨学金を給付しています。

■対象 / 次の①～④をすべて満たす人
①市内在住②高等学校または高等専門学校在学
③経済的な理由により就学が困難④他の給付型
の奨学金などを受けていない
■奨学金 /6,000 円（月額）
■提出書類 / ①奨学金給付申請書②誓約書③生
計を一にする人全員の平成 31 年度所得・課税
証明書※平成 30 年分の所得等が記載されたも
の④在学証明書※申請書は、学事課・各支所に
設置。毎年度申請が必要。
■ 受 付 期 間 / 6 月 10 日（ 月 ）
～ 28 日（金）
■選考方法 / 奨学生選考委員会
で選考します。
■給付方法 / 年 3 回（８ 月・１ 
月・３ 月）

丹波市奨学金

がんばる高校生を応援
H P

申 問 学事課 ( 山南庁舎内 ) ☎ 70‐0880

QR コード

　 健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567

３年間無料で受けられます

風しん抗体検査・予防接種
問

H P

　現在、風しんの予防接種は予防接種法に基づ
き公的に行われていますが、公的な接種を受け
る機会が無かった昭和 37 年４月２日～昭和 54
年４月１日の間に生まれた男性は、抗体の保有
率が低くなっています。そのため、対象期間中
に生まれた男性には、３年間限定で風しん抗体
検査と予防接種を無料で受けることができるク
ーポン券を送付します。
　政府の方針で、クーポン券は段階的に送付さ
れます。早期の抗体検査を希望される場合は、
健康課まで問い合わせてください。

■今年度のクーポン送付対象 / 昭和 47 年４月２
日～昭和 54 年４月１日生まれの男性
■受診方法 / ①クーポン券が届く②病院などで抗
体検査を受診③検査の結果、十分な抗体がない
と判明した人は、無料で予防接種を受けること
ができます。

　 人権啓発センター（氷上住民センター内）
☎ 82‐0242

６月１日は

人権擁護委員の日です
問

H P

　人権擁護委員は、国民の基本的人権を守り、
人権の大切さを知ってもらうために、法務大臣
から委嘱された市民です。市内でも、23 人の
人権擁護委員が、年間を通じて小学校での人権
教室や人権相談を行っています。
　差別・うわさ・いやがらせなどで悩んだ時は、
お気軽に人権相談をご利用ください。相談は無
料で、秘密は固く守られます。次回の相談の日
時と場所は 16 ページに掲載しています。

　 環境課（氷上庁舎内）☎ 82‐1290

ご協力ください

野焼きは禁止です
問

H P

　野焼きによる廃棄物の焼却は、法律で禁止さ
れており、行政指導または警察による検挙の対
象になります。
　また、一部例外として認められている焼却行
為でも、煙や悪臭などで周囲から苦情が出た場
合は、消火をお願いしています。
　家庭ごみや、庭木を伐採した際の枝木、草など
は燃やさずに市のごみ袋で出すか、大量の場合は
丹波市クリーンセンターに持ち込んでください。
※山南地域は丹波篠山市清掃センター持込

　 丹波市観光協会　☎ 72‐2340

一社）丹波市観光協会

設立記念講演会を開催
問

　丹波市観光協会が４月１日から一般社団法人
になったことを機に、地域の活性化を目指して、
市民全体で観光による丹波市発展という目標を
新たにするため、設立記念講演会を開催します。

■とき / ６月 23 日（日）午後１時～
■ところ / ゆめタウン ポップアップホール
■内容 / 講演会（講師：サンケイスポーツ編集
次長　峯村昌子さん　テーマ：「観光資源が未
来を拓く」）

　「丹（まごころ）ワークサポートたんば」では、
職業相談・紹介に加え、就職相談と心理相談を
行っています。専門の知識を持った相談員が就
職に関する相談・疑問・悩みに親身に対応します。
電話で予約の上、ご利用ください。

■相談内容 / キャリアコンサルティング（就職相
談）・心理カウンセリング（心理相談）
■相談日 / 就職相談：毎週火・水・木曜日、心理
相談：毎週金曜日　※１回あたり 60 分
■予約専用ダイヤル / ☎ 080‐3591‐5846
※受付時間：午前９時から午後５時まで

丹（まごころ）ワークサポートたんば

無料相談のお知らせ H P

申問 丹（まごころ）ワークサポートたんば ( 春日
庁舎内 ) ☎ 74‐3660
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丹 波 市

地域おこし

協 力 隊
地域おこし協力隊の活動を報告します

勇気か蛮勇か？

市長コラム

丹波語り
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経歴：経営コンサルタント・野外研修セ
ミナー講師を経験。丹波市への転居を機
に木の駅プロジェクトに参加。
任期：平成 28 年８月～

 vol.29天
て ん ま

満 光さん　
新エネルギーを生かしたまちづくり

　平成 28 年８月から丹波市木の駅プロジェ
クト実行委員会事務局を担当している天満で
す。平成 27 年からスタートした木の駅プロ
ジェクトも、出荷登録者 97 人・総出荷量は
331 トンを超えるまでに成長しました。これ
はスタート時の約６倍の量になります。
　先月は、新しい試みとして、切り出した薪
で若いご家族にピザ焼きを体験していただ
き、生活の一部として楽しみながら、美しい
森とクリーンなエネルギーの大切さを伝える
取り組みを行いました。
　本年度はさらに木の駅を拡大し、地域の自
治会が抱える森の問題を解決しながら、薪ス
トーブ・薪ボイラー活用の啓発を行い、野外
イベントなどで楽しみながら市全体に木の駅

　
「
こ
れ
は【
勇
気
】
か
？【
蛮
勇
】

か
？
」
行
動
を
起
こ
そ
う
と
す
る
と

き
、
最
近
い
つ
も
自
問
自
答
し
ま
す
。

ど
ち
ら
も
似
た
よ
う
な
言
葉
で
す

が
、
異
な
る
概
念
で
す
。

　

私
の
思
う【
勇
気
】
と
は「
正
し
い

と
信
じ
る
こ
と
に
怯ひ

る

む
こ
と
な
く
立

ち
向
か
う
こ
と
」
で
、【
蛮
勇
】
と
は
、

そ
の
行
動
を
と
る
こ
と
で
ど
の
よ
う

な
悪
影
響
が
出
る
か
？
誰
か
困
る
人

が
出
な
い
か
？
な
ど
を
無
視
し
て
、

い
わ
ば「
後
先
考
え
ず
に
」「
無
鉄
砲

に
」
突
き
進
む
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

行
動
す
る
前
に
先
の
見
通
し(

勝

算
）
を
立
て
て
い
る
か
、
行
動
の
結

果
に
責
任
が
持
て
る
か
ど
う
か
考
え

る
こ
と
は
、
私
の
立
場
に
お
い
て
は

大
変
に
重
要
な
要
素
で
す
。

　

私
は
長
い
間「
公
務
員（
県
職
員
）」

生
活
を
し
て
き
た
の
で「
勝
負
を
す

る
」「
賭
け
る
」
と
い
う
リ
ス
ク
を

負
う
こ
と
は
比
較
的
少
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

し
か
し「
市
長
」
と
い
う
重
要
な

ポ
ス
ト
に
就
く
と
、
確
か
に
権
限
は

与
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
に
匹
敵
す

る「
責
任
」
は
重
く
の
し
か
か
っ
て

き
ま
す
。
キ
ッ
チ
リ
し
た
勝
算
も
な

い
ま
ま
、
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
、
批
判

を
恐
れ
て
何
も
せ
ず
無
為
に
日
々
を

過
ご
す
こ
と
は「
悪
」
で
す
。

　

こ
と
わ
ざ
の「
君
子
危
う
き
に
近

寄
ら
ず
」
と「
虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば

虎
子
を
得
ず
」
は
、
逆
の
意
味
を
表

し
ま
す
。
常
に「
虎
穴
に
入
ろ
う
と

す
る
人
」
は
度
胸
が
あ
っ
て
も
そ
れ

は【
蛮
勇
】
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
の
見
通
し
を
立
て
て
、
時
に
応

じ
て
大
胆
に
、
ま
た
慎
重
に
行
動
で

き
る
人
こ
そ
が【
真
に
勇
気
の
あ
る

人
】
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
信
念
を
持
っ
て
、

２
０
１
９
年
度
も
取
り
組
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

の活動を広めていければと思っています。
　木の駅の活動は机上の空論ではなく、必ず
実践が伴います。市民の皆さんが関わること
で、実際に森が良くなり、薪などの価値の高
いエネルギー循環が始まります。子どもたち
に豊かな社会と森を残すため、一緒に最初の
一歩を踏み出してみませんか？ご参加お待ち
しています！

野外イベントで仲間とともに記念撮影（写真左）

新産業創造課 ☎ 74‐1464

　市内商工業の振興を図るため、中小企業の経
営安定と事業拡張などを支援する制度を紹介しま
す。必ず事業の着手前に交付申請書を提出し、交
付決定を受けてから実施してください。

◆中小企業資金融資制度

◎令和元年度融資利率：年 1.10％（固定）
■資金使途 / 運転資金・設備資金
■融資限度額 / 運転資金 1,500 万円以内、設備資
金 3,000 万円以内
■融資期間 / 運転資金 : ５年以内、設備資金 :10
年以内
■取扱金融機関 / 但馬銀行・みなと銀行・兵庫県
信用組合・中兵庫信用金庫・丹波ひかみ農協
■その他 / 運転資金の融資において、信用保証料
の３分の 1 を補助します。

産業

industry

がんばる中小企業を応援！
中小企業支援制度　　

　商店街・商工会・専門店会などが、商店街の魅
力向上や賑わいを創出する事業を実施する場合に
必要な経費の一部を補助します。

■補助対象者 / 商工関係者で組織する法人または
団体
■対象事業 / ①商店街のミニコミ誌の発行、集客
イベントの実施など　②商店街会員の研修会実施、
振興のための調査研究の実施など
■対象経費 / 講師などの謝金、委託費など
■補助内容 / 補助対象経費の２分の１以内
※上限 80 万円

申問

女性の職業生活を応援！
女性活躍推進支援制度

◆設備投資支援事業補助金

　中小企業の事業規模拡大や福利厚生に必要な経
費の一部を補助します。
■対象事業 / ①店舗などの新築および改装事業
②福利厚生施設の整備事業　③機械設備などの合
理化設備の導入事業※ 30 万円以上の事業に限る
■補助率および補助金額 / 対象事業費の 10％以内
※要件に応じて上限 30 万円～ 50 万円

◆中小企業者等ホームページ作成事業補助金

　販路開拓、顧客獲得に向け、ホームページを新
規作成する際の経費の一部を補助します。
■対象経費 / 経費のうち、外部委託費
※以下の経費は除く
①パソコンなどの設備購入費②ドメイン取得料・
サーバ契約料・通信経費・維持管理費③そのほか
ホームページ作成に直接関係しない経費
■補助内容 / 補助対象経費の２分の１以内
※上限 15 万円

　市内中小企業でワーク・ライフ・バランスに
配慮し、女性が仕事を通じて活躍できる職場づ
くりに必要な経費の一部を補助します。

◆女性活躍推進設備投資補助金

　市と女性活躍推進に関する協定を締結し、所定
の条件を満した事業所に、設備投資支援事業補助
金に上乗せし、経費の一部を補助します。
■補助内容 / 補助対象経費の 10％以内
※上限 30 万円

◆女性活躍推進助成金

　社内制度の改善などのため、就業規則の改定や
行動計画の策定、研修会開催を専門家に委託する
場合、その経費の一部を補助します。
■補助内容 / 補助対象経費の２分の１以内
※上限 15 万円

商店街の活性化を応援！
商工業地域活性化補助金
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情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!
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■
と
き
／
６
月
25
日(

火)

午
後

７
時
30
分
～
９
時

■
と
こ
ろ 

／
春
日
文
化
ホ
ー
ル

■
演
題
／
防
災
と
男
女
共
同
参
画

■
講
師
／
特
定
非
営
利
活
動
法

人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
代
表

理
事　

宗
片
恵
美
子
さ
ん

※
手
話
通
訳
、
要
約
筆
記
あ
り

問
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

昭
和
の
う
た
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

北
海
道
歌
旅
座
に
よ
る
ニ
ッ
ポ

ン
全
国
市
町
村
公
演
、
昭
和
歌

謡
の
ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド
を
お
楽

し
み
下
さ
い
。

■
と
き
／
６
月
28
日
（
金
）
開

演
：
午
後
２
時
、
開
場
：
午
後

１
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
春
日
文
化
ホ
ー
ル

■
料
金
／
１
，
８
０
０
円

※
当
日
５
０
０
円
増
、
77
歳
以

上
の
寿
券
１
，
０
０
０
円
※
要

身
分
証
明
書

■
チ
ケ
ッ
ト
／
春
日
文
化
ホ
ー

ル
他
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売

　
　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課(

春

日
文
化
ホ
ー
ル
内)

☎
74
‐

１
０
５
０

第
１
回「
じ
ん
け
ん
セ
ミ
ナ
ー
」

参
加
者
募
集

児
童
虐
待
問
題
の
実
態
や
、
子

ど
も
の
未
来
と
人
権
に
つ
い
て

の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
６
月
18
日
（
火
）
午

後
7
時
30
分
～
9
時

■
と
こ
ろ
／
氷
上
住
民
セ
ン
タ
ー 

■
講
師
／
児
童
養
護
施
設
「
睦

の
家
」
施
設
長 

太
田
浩
之
さ
ん

■
料
金
／
無
料

■
定
員
／
５
０
人
程
度

■
申
込
方
法
／
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　

氷
上
文
化
セ
ン
タ
ー
☎ 

82

‐
１
０
６
４ 

Ｆ
82
‐
４
０
８
６

七
日
市
会
館
☎ 

Ｆ
共
用
74
‐

２
３
１
０

保
育
・
福
祉
分
野
就
職
フ
ェ
ア

in
神
戸
を
開
催

大
学
な
ど
の
新
規
卒
業
予
定
者

や
U
・
I
・
J
タ
ー
ン
希
望
者

の
就
職
に
役
立
つ
面
接
会
で
す
。

■
と
き
／
７
月
９
日
（
火
）
午

後
1
時
～

■
と
こ
ろ
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
神

戸 

５
階
会
議
室
（
神
戸
市
中
央

申
問

発
指
導
課
、
各
支
所

■
入
居
予
定
時
期
／
７
月
下
旬

入
居
申
込
に
は
、
同
居
親
族
の

有
無
や
所
得
な
ど
条
件
が
あ
り
、

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
特
定
公
共
賃
貸
住

宅
は
、
常
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

公
営
住
宅
・
開
発
指
導

課
（
春
日
庁
舎
内
）
☎
74
‐

２
３
６
４

丹
波
市
廃
棄
物
減
量
等
推

進
審
議
会
委
員
を
募
集

一
般
廃
棄
物
の
処
理
の
基
本
方

針
に
関
す
る
こ
と
や
廃
棄
物
の

減
量
及
び
再
利
用
の
促
進
に
関

す
る
こ
と
な
ど
の
事
項
を
調
査
、

審
議
す
る
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
／
20
歳
以
上
の
市
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
人

■
募
集
人
数
／
２
人
以
内

■
任
期
／
7
月
15
日
か
ら
2
年
間

■
申
込
方
法
／
市
役
所
環
境
課
か

各
支
所
に
備
え
付
け
の
応
募
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
環
境

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
限
／
6
月
12
日
（
水
）

　
　

環
境
課(

氷
上
庁
舎
内)

☎
82
‐
１
２
９
０

お
知
ら
せ

青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー
別
館
解

体
の
お
知
ら
せ

平
成
30
年
7
月
豪
雨
に
よ
る
施

設
損
傷
で
、
使
用
中
止
し
て
い

た
青
垣
住
民
セ
ン
タ
ー
別
館
を

令
和
元
年
度
に
解
体
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
活

動
等
の
拠
点
と
し
て
ご
利
用
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
は
、
青
垣
住
民
セ

ン
タ
ー
本
館
の
安
全
・
快
適
な

利
用
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

青
垣
支
所
（
青
垣
住
民
セ
ン

タ
ー
内
）
☎
87
‐
１
０
０
１

経
済
セ
ン
サ
ス
‐
基
礎
調
査

を
実
施

経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
は
、

調
査
員
が
全
国
す
べ
て
の
事
業

所
の
活
動
状
態
を
確
認
し
、
新

た
に
把
握
し
た
事
業
所
な
ど
一

部
の
事
業
所
に
調
査
票
を
配
布

し
ま
す
。
調
査
へ
の
ご
理
解
・

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

新
産
業
創
造
課(

春
日
庁
舎

内)

☎
74
‐
１
４
６
４

４
月
分
か
ら
児
童
扶
養
手

当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
が

増
額
さ
れ
ま
す

■
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

全
部
支
給　

４
２
，
９
１
０
円

（
＋
４
１
０
円
）

一
部
支
給
：
４
２
，
９
０
０

円
（
＋
４
１
０
円
）
～
１
０
，

１
２
０
円
（
＋
９
０
円
）

■
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

１
級
：
５
２
，
２
０
０
円
（
＋

５
０
０
円
）、
２
級
：
３
４
，

７
７
０
円
（
＋
３
４
０
円
）

　

社
会
福
祉
課(

春
日
庁
舎
内)

☎
74
‐
１
１
３
０

日
本
赤
十
字
社
活
動
資
金
の
募

集
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

日
本
赤
十
字
の
活
動
は
、
市
民

の
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
く

活
動
資
金
（
会
費
・
寄
付
金
）

に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
人
で
も
多
く
の
方
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

社
会
福
祉
課(

春
日
庁
舎
内)

☎
88
‐
５
０
２
７

点
字
・
声
の
広
報
の
利
用
者

募
集

重
度
視
覚
障
が
い
者
の
方
を
対

象
に
、
広
報
紙
や
生
活
情
報
・

そ
の
他
必
要
な
情
報
を
点
字
や

声
で
お
届
け
す
る
「
点
字
・
声

の
広
報
」
の
利
用
希
望
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。　

■
対
象
／
丹
波
市
在
住
の
重
度

視
覚
障
が
い
者

■
料
金
／
無
料

■
申
込
方
法
／
障
が
い
福
祉
課

ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

障
が
い
福
祉
課
（
春
日
庁
舎

内
）
☎
74
‐
０
２
２
２

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

■
募
集
団
地
・
戸
数
／
公
営
住

宅
…
新
郷
団
地
（
氷
上
町
新
郷
）

３
Ｄ
Ｋ
３
戸
▼
小
山
団
地
（
青

垣
町
沢
野
）
３
Ｋ
１
戸
▼
柊
団

地
（
市
島
町
喜
多
）
３
Ｄ
Ｋ
６

戸
▼
牛
河
内
団
地
（
春
日
町
牛

河
内
）
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
２
戸

■
申
込
期
間
／
６
月
３
日
（
月
）

～
14
日
（
金
）

■
申
込
窓
口
／
公
営
住
宅
・
開

工
業
統
計
調
査
を
実
施

工
業
統
計
調
査
は
統
計
法
に
基

づ
く
重
要
な
調
査
で
す
。
調
査

基
準
日
は
６
月
１
日
で
す
。
対

象
事
業
所
は
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

新
産
業
創
造
課(

春
日
庁
舎

内)

☎
74
‐
１
４
６
４

6
月
1
日
か
ら
7
日
は
第
61

回
水
道
週
間
で
す

　
　
　

水
道
は
、
日
常
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
水
道
水
の
大
切

さ
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。

全
国
水
道
週
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

『
い
つ
も
の
む　

い
つ
も
の
水
に

日
々
感
謝
』

　

経
営
企
画
課(

柏
原
支
所
内)

☎
72
‐
０
６
０
５

優
良
運
転
者
（
金
・
銀
・
銅
）

表
彰
を
申
請
し
ま
せ
ん
か

■
基 

準 

日
／
６
月
１
日
現
在

■
条
件
／
丹
波
交
通
安
全
協
会

会
員
で
基
準
を
満
た
す
方

■
申
請
期
限
／
６
月
７
日
（
金
）

　
　

丹
波
交
通
安
全
協
会
☎
72

‐
２
０
９
５

問問

申
問

問

募
集

丹
波
市
水
道
事
業
運
審
議
会

委
員
を
募
集

水
道
事
業
の
円
滑
な
運
営
の
た

め
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
て
必

要
な
助
言
な
ど
を
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

■
資
格
／
高
校
生
を
除
く
18
歳

以
上
で
住
民
登
録
が
あ
り
、
水

道
事
業
に
関
心
が
あ
る
人

■
定
員
／
２
人
以
内

■
任
期
／
７
月
22
日
（
月
）
～

令
和
３
年
７
月
21
日
（
水
）
の

２
年
間

■
申
込
方
法
／
指
定
の
用
紙
に

応
募
動
機
な
ど
を
記
入
の
う
え

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
間
／
５
月
22
日
（
水
）

～
６
月
14
日
（
金
）

　
　

経
営
企
画
課(

柏
原
支
所

内)

☎
72
‐
０
６
０
５

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催

６
月
23
日
～
29
日
ま
で
の
男
女

共
同
参
画
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

男
女
共
同
参
画
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。 イ

ベ
ン
ト

問

申
問

区
相
生
町
1-

3-

1
）

■
対
象
者
／
令
和
２
年
3
月
大

学
な
ど
の
新
規
卒
業
予
定
者

（
3
年
以
内
の
既
卒
者
を
含
む
）、

 

U
・
I
・
J
タ
ー
ン
希
望
者

■
参
加
法
人
／
市
内
の
社
会
福

祉
法
人
10
法
人

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
柏
原
☎ 

72
‐

１
０
７
０　

２
日
（
日
）
竹
田
淑
恵
（
内　
　

科
）

９
日
（
日
）
足
立
省
三
（
内　
　

科
）

16
日
（
日
）
長
澤　

進
（
内　
　

科
）

23
日
（
日
）
柳
浦
敬
子
（
整
形
外
科
）

30
日
（
日
）
三
浦
博
幸
（
内　
　

科
）

■
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分

～
11
時
30
分  

午
後
１
時
～
４
時

30
分

※
来
院
前
に
必
ず
電
話
し
て
く

だ
さ
い
。
☎
72
‐
２
４
８
０

※
当
番
医
は
変
更
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
診
察
は
応
急
的

な
も
の
で
す
。
症
状
が
悪
く
な

る
場
合
な
ど
は
、
後
日
か
か
り

つ
け
医
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
の
当
番
医

休
日
応
急
診
療
所　

申
問

申
問

参
加
者
募
集

講
座
・
イ
ベ
ン
ト

申
問

問

申
問

問

問

広告

特
集
：
未
来
を
語

る
市
政
懇
談
会

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

中
小
企
業
支
援
制
度

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

下

水

道

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど



情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!

６月１日（土）～６月３０日（日）　
開館 25周年記念展

「中国現代花鳥画の世界
　　－斉

さいはくせき

白石に導かれた人たち－」展

娄
る い

 師
し は い

白「藤
と う か

花飛
ひ ほ う

蜂」

　植野記念美術館　☎ 82-5945
氷上町西中 615- ４●開館時間 / 午前 10 時～午後５時

（入館は午後４時 30 分まで）●休館日 / 月曜　●観覧
料 / 一般 300 円ほか（ココロンカード利用可、20 人以
上団体割引）

問

　
平成 27 年以降に収蔵された館蔵品の中から、日
本画や水墨画を中心にご紹介します。
◆関連イベント
■とき／６月２日（日）午後１時 30 分～
■演題／「中国の花鳥画を楽しむ
　　　　　―そのユーモアと祈り―」
■講師／陳  允

い ん り く

陸 さん
■定員／ 100 人　 
■予約／電話受付
■参加費／無料　※別途観覧料必要

　　　　

美術館通信

呉
ご

 作
さ く じ ん

人「金
き ん ぎ ょ ず

魚図」斉
さ い

 良
り ょ う ち

遅「多
お お じ ゅ

寿」

15　　 ２019.5 たんば ２019.5 たんば　　　14

美と鑑賞の憩いの場

◎
全
て
事
前
申
込
必
要

♪
柏
原
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
72
‐
４
７
４
７　

講
座
▽
22
日
（
土) 

親
子
ふ
れ

あ
い
運
動
遊
び　

午
前
10
時
～

11
時
30
分
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ

ー
ア
リ
ー
ナ

相
談
▽
４
日
（
火
）
子
育
て
な

ん
で
も
相
談
（
保
健
師
）

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

青
垣
図
書
館
☎
87
‐
１
1
１
１

８
日
（
土
）
午
前
11
時   

幼
～

小
低

春
日
図
書
館
☎
74
‐
１
6
１
１

15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分   

幼
～
小
低
※
春
日
住
民
セ
ン
タ

ー
２
階
視
聴
覚
室

山
南
図
書
館
☎
77
‐
０
３
３
６

８
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分 

幼

～
小
低
▼
14
日
（
金
）
午
前
10

時
30
分　

幼
▼
22
日
（
土
）
午

前
10
時
30
分　

幼
～
小
低
※
山

南
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

市
島
図
書
館
☎
85
‐
２
７
３
３

▼
２
日
（
日
）
午
前
11
時  

お
り

が
み
教
室
「
ぴ
ょ
ん
が
え
る
」
▼

15
日
（
土
）
午
前
11
時  
幼
▼
22

日
（
土
）
午
前
11
時  

幼
～
小
低

♪
市
島
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
85
‐
３
０
３
０
（
代
）

講
座
▽
４
日(

火)

～
８
日(

土) 

わ
か
ば
教
室
「
ト
ラ
イ
や
る
と
遊

ぼ
う
」   

午
前
10
時
～
11
時
30
分

相
談
▽
28
日(

金) 

子
育
て
指
導

員
：
ほ
っ
こ
り
相
談
日　

午
前

9
時
～
午
後
4
時

♪
氷
上
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
88
‐
５
３
５
０

講
座
▽
13
日(

木) 

食
育
講
座

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

相
談
▽
27
日(

木) 

な
ん
で
も

相
談
「
に
っ
こ
り
マ
マ
ひ
ろ
ば
」

午
前
10
時
～
11
時
30
分

♪
青
垣
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
87
‐
１
９
１
９

講
座
▽
８
日(

土)

第
３
回 

お

や
こ
教
室　

パ
パ
ク
ッ
キ
ン
グ

午
前
10
時
～
正
午

相
談
▽
26
日(

水) 

ピ
ア
サ
ポ

ー
タ
ー
：
な
ん
で
も
相
談
日　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　

♪
春
日
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
74
‐
３
０
４
０

講
座
▽
20
日(

木) 

子
育
て
な

か
よ
し
コ
ラ
ボ　

 

午
前
10
時
～

11
時
30
分
※
か
す
が
花
の
子
園

相
談
▽
19
日(

水) 

主
任
児
童

委
員
：
子
育
て
相
談
＆
大
き
く

な
っ
た
か
な　

午
前
10
時
～
11

時
30
分

♪
山
南
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
77
‐
３
１
６
０

講
座
▽
15
日(

土) 
親
子
ふ
れ

あ
い
教
室
「
新
聞
紙
で
あ
そ
ぼ

う
」
午
前
10
時
～
午
後
１
時 

※
や
ま
な
み
ホ
ー
ル

相
談
▽
13
日(

木) 

わ
い
わ
い

相
談　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

特
別
整
理
期
間
に
伴
う
図
書

館
の
休
館
に
つ
い
て

蔵
書
点
検
を
行
い
ま
す
の
で
、

次
の
期
間
は
休
館
と
な
り
ま
す
。

春
日
館
：
６
月
11
日（
火
）～
14
日（
金
）

青
垣
館
：
６
月
18
日（
火
）～
21
日（
金
）

山
南
館
：
６
月
25
日（
火
）～
28
日（
金
）

＊
休
館
中
で
も
、
返
却
ポ
ス
ト

は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
貸

出
中
の
資
料
を
延
長
す
る
場
合

は
、
開
い
て
い
る
図
書
館
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

お
は
な
し
会

幼
＝
幼
児　

小
＝
小
学
生　

小
低
・

高
＝
小
学
校
低
学
年
・
高
学
年

中
央
図
書
館
☎
82
‐
７
１
０
０

８
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼

▼
11
日
（
火
）
午
前
10
時
30
分

幼
▼
15
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分　

小
▼
22
日
（
土
）
午
前
10

時
30
分　

幼

柏
原
図
書
館
☎
72
‐
０
３
１
３

15
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分  

幼

～
小
低
※
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー

２
階
和
室

図
書
館

リ
サ
イ
ク
ル
体
験
教
室

■
対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
人
※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
定
員
／
各
10
人

※
申
込
者
が
３
人
以
上
の
場
合
に

開
催
。
先
着
順
。
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー

ジ
ン
グ
の
み
定
員
４
人
。

○
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト

■
と
き
／
12
日
（
水
）
午
後
１
時

■
参
加
費
／
３
０
０
円

■
持
ち
物
／
透
明
な
ガ
ラ
ス
製

品
、
好
き
な
シ
ル
エ
ッ
ト
の
図
案

○
ガ
ラ
ス
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ

■
と
き
／
19
日
（
水
）
午
後
１
時

■
参
加
費
／
５
０
０
円

○
紙
す
き

■
と
き
／
26
日
（
水
）
午
後
１
時

■
持
ち
物
／
牛
乳
パ
ッ
ク
１
箱

古
着
・
古
布
リ
サ
イ
ク
ル

教
室

■
と
き
／
21
日
（
金
）
午
後
２

時
～
４
時

■
定
員
／
４
人

■
参
加
費
／
無
料

■
持
ち
物
／
穴
あ
き
、
虫
食
い
、

ほ
つ
れ
な
ど
の
あ
る
セ
ー
タ
ー
な

ど
の
ニ
ッ
ト
※
あ
る
人
は
修
理
用

の
毛
糸

と
ん
ぼ
玉
教
室

■
と
き
／
20
日(

木)　

①
午
前

10
時
～
午
後
０
時
30
分
②
午
後

１
時
30
分
～
４
時

■
対
象
／
市
内
の
小
学
５
年
生

以
上
の
人
※
小
学
生
は
保
護
者

同
伴

■
定
員
／
各
回
６
人

※
初
参
加
者
は
各
回
2
人
程
度

ま
で

■
参
加
費
／
１
，
５
０
０
円

※
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
に
加
工
す

る
場
合
は
材
料
代
別
途
必
要

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

糸
紡
ぎ
体
験

綿
か
ら
糸
に
紡
ぎ
ま
す
。

■
と
き
／
８
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
４
時
※
事
前
申
込
必
要

■
定
員
／
各
10
人　

■
参
加
費
／
１
，
２
０
０
円

川
活
動
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

水
生
生
物
の
生
態
を
学
ぼ
う

■
と
き
／
１
日
（
土
）
午
前
10

時
～
午
後
３
時

■
対
象
／
小
学
生
高
学
年
以
上

■
講
師
／
三
橋
弘
宗 

（
県
立
人

と
自
然
の
博
物
館
主
任
研
究
員
）

■
持
ち
物
／
弁
当
、
筆
記
用
具
、

ぬ
れ
て
も
よ
い
靴
を
着
用

■
参
加
費
／
無
料

※
事
前
申
込
必
要

淡
水
魚
・
水
辺
の
生
き
物
展

水
辺
の
生
き
物
と
ふ
れ
あ
お
う

■
と
き
／
１
日
（
土
）
～
７
月

15
日
（
月
）
ま
で

６
月
の
体
験
教
室

丹
波
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
78
‐
９
９
９
９

　

青
垣
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里　
　
　
　
　
　
　

☎  

88
‐
０
８
８
８

  　
　

 　

 

　

丹
波
布
伝
承
館

☎  

80
‐
５
１
０
０

６
月
の
子
育
て

関
連
情
報

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー

年
n e n

金
k i n

年金受給者の方へお知らせ

　　　　　　市民課（氷上庁舎内）　☎ 82‐6690問

　４月分（６月 14 日支払分）からの年金額は、
法律の規定により、平成 30 年度から 0.1％の増
額となります。

基礎年金の種類 平成 30 年度年額 令和元年度年額

老齢基礎年金（満額）   779,300 円    780,100 円

障害基礎年金（１級）    974,125 円    975,125 円

障害基礎年金（２級）   779,300 円    780,100 円

遺族基礎年金
（子１人の場合） 1,003,600 円 1,004,600 円

●次回の出張年金相談（完全予約制）
相談日：６月６日（木）
ところ：氷上住民センター
予約期間：５月 30 日（木）まで
定員：20 人
予約先：西宮年金事務所
☎ 0798‐33‐2944

※自動音声が流れますので１を押した後に２
を押して「年金事務所職員にご用の方」を選
択してください。

特
集
：
未
来
を
語

る
市
政
懇
談
会

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

中
小
企
業
支
援
制
度

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

下

水

道

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど



情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box! 情  報  ひ  ろ  ば
nfomation  box!
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こ
ん
に
ち
は
！

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
で
す

人権啓発コ
ー

ナ
ー

じ
ん
け
ん    

と
び
ら

の

 ６ 相月 の 談
氷住＝氷上住民センター、柏住＝柏原住民センター、山住＝山南
住民センター、青住＝青垣住民センター、市農＝市島農村環境改
善センター、春住＝春日住民センター、氷保＝氷上保健センター、
氷＝市役所　春＝春日庁舎、柏支＝柏原支所、市支＝市島支所、
丹健＝丹波健康福祉事務所

問

問

電話の掛け間違いがないようご注意ください！

　　　

問

問

　　　種別 相談名 日・曜日 時間 場所 問い合わせ先

消
費 消費生活相談 平日（祝日除く）午 前 ８ 時 30 分 ～

午後５時 15 分
消費生活センター
( くらしの安全課内 )

丹波市消費生活センター
☎ 82‐0996
消費者ホットライン※土日
☎ 188

行
政 行政相談

５日（山住）、10 日（氷住）、13 日（青住）、18 日（春住）、
19 日（柏住）、20 日（市農）　
時間 / 午後１時 30 分～３時 30 分

総務課
☎ 82‐1002

人
権

特設人権相談所 17 日（春住）、20 日（青住）
時間 / 午後１時 30 分～４時　

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

常設相談所 水 ( 祝日除く ) 午前９時～午後４時 神戸地方法務局柏原
支局

柏原人権擁護委員協議会
☎ 72‐0176

総合生活相談
( 隣保館相談 )

電話 平日 午前９時～午後５時 来館相談も可能 氷上文化センター ☎ 82‐1064
七日市会館☎ 74‐2310
※電話相談は氷上文化センターのみ出張 10 日（柏住）、20 日（青住）

時間 / 午後１時 30 分～４時

法
律

行政書士による
無料相談会 １日 午後１時 30 分～

４時 柏住 県行政書士会摂丹支部 ( 荒木 )
☎ 72‐4696

無料登記法律相談 20 日 午後１時 30 分～
４時 柏住

松本一男事務所☎ 76‐0597
※共催　県司法書士会たんば支
部・県土地家屋調査士会但馬支部

安
全

市民生活の安全・安心
確保のための指導相談

月・火・木・金 午前９時～午後５
時

氷 総務課☎ 82‐1002
月・火・水・金 春 春日支所☎ 74‐0221

福
祉

認知症介護者相談日 ７日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 地域包括支援課☎ 74‐0368

高齢者権利擁護相談日 13 日 午前 10 時～正午 春・１階相談室２ 地域包括支援課☎ 74‐0368
高齢者こころの医療相
談日～もの忘れ相談～ 25 日 午後２時～４時 春・１階相談室２ 地域包括支援課☎ 74‐0368

知的障がい者相談 12 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

こころの健康相談
（障がい福祉）

27 日※前日正午
までに要予約

午後１時 30 分～
３時 春・１階相談室２ 障がい福祉課☎ 74‐0222

身体障がい者相談 12 日（市島支所）、13 日（山南福祉センター）
時間 / 午後１時 30 分～３時 障がい福祉課☎ 74‐0222

健
康

健康・栄養相談
３日（氷住）、10 日（青住）、17 日（山住）、25 日（市支）
※「減塩相談」同時開催
受付時間 / 午前９時 30 分～ 11 時（予約優先）

健康課☎ 82‐4567

こころのケア相談 ６日※要予約 午後１時 15 分～ 氷保 健康課☎ 82‐4567

思春期保健相談 18 日※要予約 午後１時 45 分～ 丹健 （丹健）地域保健課☎ 73‐3767

アルコール相談 28 日※要予約 午後１時～ 丹健 （丹健）地域保健課☎ 73‐3767

医
療

夜間医療健康相談 年中無休
午後７時～午前０時 電話相談 丹波市夜間医療健康相談ホットライン

☎ 0120‐737‐180

小児救急医療相談
年中無休　午後５時 30 分～翌午前
８時／土日祝年末年始　午前８時～
翌午前８時

電話相談 小児救急医療電話相談窓口
☎ 72‐4396

夜間おくすり相談 平日の午後９時～ 10 時 30 分 電話相談 丹波市薬剤師会
☎ 080‐1432‐8132

若
者 ニート・ひきこもり相談 毎週火曜日／月４回午前 10 時～午

後 4 時※要予約

氷住（第１・３火）
春住（第２火）
山住（第４火）

子ども・若者サポートセンター
☎ 88‐5070

雇
用 職業相談 ６日・20 日（氷住）、13 日・27 日（青住） 

時間／午後１時～ 4 時
丹（まごころ）ワークサポートたんば
☎ 74-3660

ス
ク
ワ
ッ
ト
を
し
よ
う
！

　

も
う
す
ぐ
梅
雨
の
季
節
に
な

り
ま
す
。
気
分
も
じ
め
じ
め
落

ち
込
ん
で
し
ま
い
そ
う
な
と
き

は
、
簡
単
に
誰
で
も
で
き
る
軽

い
運
動
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
。
ス
ク
ワ
ッ
ト
は
全
身

運
動
な
の
で
お
す
す
め
で
す
。

①
足
を
肩
幅
よ
り
少
し
広
め
に

開
い
て
立
つ
。

②
両
腕
を
前
に
向
か
っ
て
伸
ば

し
、
背
筋
も
伸
ば
す
。

③
ゆ
っ
く
り
腰
を
下
ろ
し
、
太

も
も
が
床
と
平
行
に
な
る
よ
う

に
意
識
す
る
。

④
③
の
状
態
で
３
秒
キ
ー
プ

し
、ゆ
っ
く
り
元
の
姿
勢
に
戻
す
。

⑤
①
～
④
を
10
回
繰
り
返
す
。

毎
日
無
理
せ
ず
、
続
け
て
み
て

下
さ
い
。

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
課  

（
春

日
文
化
ホ
ー
ル
内
）
☎
88
‐

５
０
５
７

問

問

　
『「
古
着
な
ど
何
で
も
よ
い
の

で
買
い
取
る
」
と
電
話
が
あ
り
、

不
用
品
の
整
理
を
考
え
て
い
た

た
め
訪
問
を
承
諾
し
ま
し
た
。

し
か
し
来
訪
し
た
業
者
は
古
着

な
ど
に
は
目
も
く
れ
ず
「
宝
石

や
貴
金
属
は
な
い
か
」
と
し
つ

こ
く
、
な
か
な
か
帰
っ
て
く
れ

な
か
っ
た
』
と
い
う
相
談
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
は
、
着
信

番
号
通
知
な
ど
を
活
用
し
、
誰
か

ら
の
電
話
か
分
か
っ
た
上
で
電
話

に
出
る
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
契
約
書
面
交

付
義
務
や
断
っ
た
の
に
居
座
る
こ

と
の
禁
止
な
ど
消
費
者
を
守
る
た

め
の
ル
ー
ル
や
制
度
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
契
約
書
面
を
受
け

取
っ
た
日
か
ら
８
日
以
内
な
ら

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
も
で
き
ま
す
。

　

丹
波
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
く
ら
し
の
安
全
課
内
）
☎
82
‐

０
９
９
６    

住
民
人
権
学
習
会
が
始
ま

り
ま
す
！

　

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ま

も
な
く
各
自
治
会
で
は
、
公
民

館
活
動
の
一
つ
と
し
て
住
民
人

権
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
が
昨
年
度
に
実
施
し
た
人

権
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
の

結
果
で
、
人
権
問
題
の
理
解
を

深
め
る
の
に
役
立
っ
た
も
の
と

し
て
、
最
も
多
か
っ
た
の
が
住

民
人
権
学
習
で
し
た
。

　

住
民
人
権
学
習
会
は
、
互
い

に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
誰
も

が
幸
せ
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
地
域
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
、
身
近
で
参
加
し
や
す
い

学
び
の
場
で
す
。

　

ご
近
所
同
士
で
誘
い
合
っ
て

学
習
会
に
参
加
し
、
人
権
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会
を
築
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　　

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
氷

上
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
82
‐

０
２
４
２

問

問

■基本事項
実施日 毎月第３金曜日　午後１時 30 分～
場所 春日住民センター
対象 市内在住のおおむね 60 歳以上の高

齢者

会費 年会費 3,000 円

　春日支所（春日庁舎内）☎ 74‐0211問

問

訪
問
購
入
（
訪
問
買
い
取

り
）
の
ト
ラ
ブ
ル

い
き
い
き
げ
ん
き
に
！

　

地
域
高
齢
者
学
級
だ
よ
り

「
春
日
さ
わ
や
か
学
級　

押
し
花
ク
ラ
ブ
」

　

春
日
さ
わ
や
か
学
級
「
押
し
花
ク
ラ
ブ
」
で
は
、
道
端
に
咲
い

て
い
る
可
憐
な
花
や
、
葉
っ
ぱ
・
茎
、
野
菜
な
ど
を
押
し
花
に
し

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
仕
上
が
っ
た
押
し
花
を
、
自
分
の
好
み
に

組
み
合
わ
せ
、
花
束
や
可
愛
い
動
物
た
ち
、
美
し
い
風
景
な
ど
の

絵
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
乾
燥
剤
を
入
れ
て
額
に
す
る
と
、

10
年
間
く
ら
い
は
色
合
い
が
変
わ
ら
ず
楽
し
め
ま
す
。
仲
間
た
ち

と
あ
れ
こ
れ
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
仕
上
げ
て
い
く
作
業
は
と
て

も
楽
し
く
、
脳
の
活
性
化
も
期
待
で
き
ま
す
よ
！

特
集
：
未
来
を
語

る
市
政
懇
談
会

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

市
政
フ
ラ
ッ
シ
ュ

中
小
企
業
支
援
制
度

市
長
コ
ラ
ム
ほ
か

情
報
ひ
ろ
ば

お
知
ら
せ
・
募
集
・
イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

子
育
て
関
連
情
報

情
報
ひ
ろ
ば

相
談
・
コ
ラ
ム

図

書

館

健
康
生
活

ま
ち
と
ぴ

下

水

道

は
ぴ
た
ん

戸
籍
の
ま
ど



図書館
library 問中央図書館 ☎ 82‐7100

健康生活
healthy life 問健康課（氷上保健センター内）☎ 82‐4567
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library

　おすすめ図書

いわさきちひろ画集
いわさきちひろ／著　ちひろ美術館／編集
毎日新聞出版 [2019.1]

ぼくはなにいろのネコ？
ロジャー・デュボアザン／さく　山本　まつよ／やく
子ども文庫の会 [2018.11]

子どもたちへのあふれる愛、新
たな技法の探求、そして平和
への祈り。いつでもみずみずし
く新鮮な、ちひろの画業を網羅
した作品集。黒柳徹子、飯沢匡、
松本猛、山田洋次ら 40 人以上
の著名人による「ちひろを語る」
も収録。

自分がどんなにきれいで重要
か自慢を始める、黄色、青、赤、
黒、白の原色たち。子ネコの
マックスを交えて、この世界の
美しさは、全ての色が混じり
合ってできていると気づき…。
画家デュボアザンが色の美し
さの不思議を伝える。

一般書

　ベストリーダー情報（４月１日～４月 30 日）

一般書 児童書

　

春
日
町
の
松
森
地
区
の
自
治
会
文
書

の
中
に
、
大
路
村
で
の
「
満
俺
（
＝
マ

ン
ガ
ン
）」
の
試
掘
に
関
す
る
資
料
が

残
っ
て
い
ま
す
。
マ
ン
ガ
ン
と
は
、
電

池
や
製
鉄
に
用
い
ら
れ
る
金
属
で
す
。

　

か
つ
て
丹
波
地
方
に
は
良
質
の
マ
ン

ガ
ン
鉱
床
が
あ
り
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と

つ
の
鉱
床
が
小
規
模
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
採
掘
に
あ
た
る
の
は
主
に
中
小
規

模
の
事
業
者
で
、
最
盛
期
に
は
数
百
も

の
鉱
山
が
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。
丹
波

市
内
に
も
い
く
つ
か
の
鉱
山
跡
が
残
っ

て
い
ま
す
。
大
路
村
で
も
採
掘
の
見
込

み
が
あ
る
と
思
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
松
森
地
区
に
残
っ
て
い
る
の

は
、
二
点
の
「
土
地
貸
借
契
約
証
」
で

す
。
一
点
目
、
大
正
六
年
七
月
一
〇
日

付
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
土
地
を
借
り
た

の
は
京
都
府
船
井
郡
に
住
む
人
物
。
松

森
区
の
所
有
す
る
土
地
で
マ
ン
ガ
ン
鉱

の
試
掘
権
を
得
た
の
で
、
坑
口
の
外
に

作
る
選
鉱
場
と
、
鉱
物
を
搬
出
す
る
た

め
に
使
用
す
る
通
路
用
の
土
地
を
借
用

す
る
た
め
、
松
森
区
有
財
産
管
理
者
と

契
約
し
た
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
と
き
の

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

井
上　

舞

賃
料
は
一
年
で
一
〇
円
。
た
だ
し
、
こ

の
場
所
は
地
区
の
財
産
と
な
る
山
林
で

あ
っ
た
た
め
、
立
木
に
損
傷
を
与
え
た

場
合
な
ど
に
は
、
別
に
支
払
い
が
生
じ

た
よ
う
で
す
。
ま
た
、支
払
は
分
割
で
、

試
掘
を
開
始
す
る
際
に
半
年
分
を
、
半

年
後
に
残
り
を
支
払
う
形
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　

も
う
一
点
、
大
正
七
年
一
〇
月
一
日

付
の
資
料
で
は
、
借
用
理
由
は
全
く
同

じ
な
が
ら
、
借
用
主
が
京
都
市
内
の
人

物
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
や
ら
事

業
主
が
変
わ
っ
た
た
め
に
、
再
度
同
じ

契
約
を
交
わ
し
た
よ
う
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
同
じ
場
所
を
借
り
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
賃
料
は
一
年
で
五
五
円
。

一
年
あ
ま
り
の
間
に
大
幅
に
値
上
が
り

し
て
い
る
の
で
す
。
理
由
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
第
一
世
界
大
戦
中
の

こ
と
で
あ
り
、
戦
争
の
影
響
を
受
け
て

物
価
が
大
き
く
変
動
し
て
い
た
こ
と
も

関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

松
森
地
区
に
は
、
こ
の
二
点
と
、
先

の
大
正
七
年
の
契
約
証
の
控
え
だ
け
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
試
掘

の
段
階
で
打
ち
切
ら
れ
た
の
か
、
実
際

に
採
掘
が
行
わ
れ
た
の
か
は
分
か
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
も
引
き
続
き
、
調
査

を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

シ
リ
ー
ズ

ふ
る
さ
と
を
見
直
そ
う
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丹
波
の
マ
ン
ガ
ン
鉱
山

　

文
化
財
課
（
山
南
庁
舎
内
）
☎
70
‐

０
８
１
９

児童書

×
×

６月
図書館カレンダー

×

×
×印は全館休館
○印は春日のみ休館
□印は青垣のみ休館
△印は山南のみ休館

日  月  火  水  木  金  土    
１

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29
30

△
×

×

令和元年度 HIV・肝炎・梅毒の検査の実
施について
　
　丹波健康福祉事務所（保健所）ではＨＩＶ、
Ｂ型・Ｃ型肝炎、梅毒の検査を実施しています。

・ＨＩＶ：エイズ（後天性免疫不全症候群）の
原因となるウイルスです。

・B 型・C 型肝炎：ウイルス性の肝炎で、慢性
肝炎や肝硬変に進行することもあります。

・梅毒：「梅毒トレポネーマ」という細菌の感染
症で、進行すると発疹や全身に様々な症状を引
き起こします。いずれも初期には自覚症状が少
なく、感染に気づかない場合も多いため、血液
検査を受け早期に治療することが大切です。

■とき / 毎月第２・４木曜日　午後１時 10 分
～２時 10 分　※要予約
■ところ / 丹波健康福祉事務所（兵庫県柏原総
合庁舎内）
■料金 / 匿名検査は無料、証明が必要な場合は
有料。
■予約先 / 丹波健康福祉事務所　健康管理課
☎ 73‐3765

いきいき生活はお口から
　～歯周疾患検診を受けましょう～
　
　歯周病は、進行すると歯を失う原因になるだけ
ではなく、近年では重度になると全身の病気に
影響することが分かってきました。市では、い
つまでも健康に毎日を過ごしていただくために、
歯周疾患検診を実施しています。節目の年齢で
ある 40 歳、50 歳、60 歳の人には 4 月下旬に受
診券を送付し、妊婦の方には母子健康手帳発行
時に受診券をお渡ししています。
　ここ数年、働き盛りである 40 歳、50 歳の受
診率が伸び悩んでいる現状があります。公私と
もに忙しく、なかなか受診の難しい年代ですが、
自己負担額 300 円で受けられますので、ぜひこ
の機会に歯周疾患検診を受診しましょう！

①玉ねぎは皮をむき、十字に切り込
みを入れる。
②ウインナーは斜め切り、スナップ
えんどうは筋を取り斜め半分に切る。
③鍋を熱し、ウインナーを炒め、玉ね
ぎとだし汁を加えてふたをして煮る。
④玉ねぎがやわらかくなったら、ス
ナップえんどうを加えて煮る。
⑤火を弱め、味噌を溶き入れる。

～旬を食べよう～

“た
んば”食育クッキング

  

材
料
（
２
人
分
）

玉ねぎ 　小２個
ウインナー　          　    ２本
スナップえんどう 　　　３さや
だし汁　　　                     　   ３００㏄
味噌 大さじ１

つ
く
り
方

１人分 : エネルギー 122kcal・塩分 1.5g

まるごと玉ねぎのお味噌汁

甘みと水分がたっぷりの新玉ねぎを使った

お味噌汁。新玉ねぎは乾燥させていな

いので、みずみずしく苦味がないのが

特徴です。日持ちしないので、風通し

のよいところで保管してください。

栄養士からの一言

○

歴史探訪

問

順位 本の名前 作　者
１ 魔力の胎動（Laplace’ s  movement）東野圭吾
２ いい女、ふだんブッ散らかしており 阿川佐和子
３ すぐ死ぬんだから 内館牧子
４ 新章神様のカルテ 夏川草介
５ 木曜日の子ども 重松　清

順位 本の名前 作　者
１ バムとケロのもりのこや 島田ゆか / 作・絵
２ 14 ひきのぴくにっく いわむらかずお / さく
３ だるまさんと かがくいひろし / さく
４ でこちゃん つちだのぶこ / さく・え
５ オリンピックのおばけずかん 斉藤洋 / 作

○ ○ ○
□ □ □ □
△ △ △

耐熱皿に玉ねぎを入れ、ふんわりとラップ

をして約３分加熱すると時短できます。
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山頂で披露された新作能「直正」上演の様子

大河ドラマロケ誘致をめざして

黒井城跡でイベントを実施

　４月 28日、2020 年の大河ドラマ「麒麟がくる」
のロケ誘致を目指して、黒井城跡山頂およびその
周辺でイベントが行われました。イベントは午前
10時にほら貝の合図で始まり、丹波篠山市の八上
城・金山・黒井城で一斉にのろしを上げたり、新
作能「直正」の披露、興禅寺でのお茶会や地元グ
ルメの販売など、様々な催しが行われました。
　黒井城跡本丸では、戦国武将が気持ちを落ち着
かせるため、お茶をたしなんでいたということに
ちなんで、甲冑を着た戦国武将たちがお茶を味わ
い、大河ドラマで地域を盛り上げるという決意を
新たにしました。
　実行委員会副委員長の村上正樹さんは、「昨年
の夏ごろからイベントの準備を行い、今日は約
300人の人に山頂まで上がってもらった。直正が
親しんだとされる茶の湯や能に触れてもらうこと
で、400年以上前の時代を思い浮かべてもらえた
ら嬉しい。またこの機会に、セミナーなどで、赤
井（荻野）直正や郷土の歴史を知ってもらえたら」
と話しました。

どかちま

　４月 21 日、平成 31 年度丹波市消防団初出式
が行われ、約 340 人の消防団員が氷上住民セン
ターに集結しました。
　荻野克己団長は「近年地域が大規模な災害に見
舞われるなか、消防団には地域防災の中核的な存
在として期待が高まっている。市民の安全と安心
が確保できるように努めていきたい」と訓示し、
地域の安全を守る覚悟を胸に刻みました。

丹波市消防団初出式

地域の防災力が結集！

氷上住民センターに集結した丹波市消防団員

すくっぴと
どかちま

すくっぴと

　改元を記念に各種の届出を行うため、５月１
日には各支所で合計 19件の婚姻届の提出があ
りました。
　市役所本庁舎で午前０時の改元にあわせて婚
姻届を提出した吉住さん夫妻は、「令和のスタ
ートと共に夫婦として歩み、将来生まれてく
る子供たちと仲良く平和に暮らせる時代になれ
ば」と新たな門出に期待を寄せました。

改元を記念に婚姻届を提出♪

令和元年がスタート！

令和元年５月１日の午前０時に婚姻届を提出した吉住
知
ち ひ ろ

容さん（写真左）と小野理紗さん

興禅寺でお茶会を楽しむ参加者

下水道
Sewer system

　

丹
波
市
の
下
水
道
は
分
流

式
で
整
備
さ
れ
て
い
る
た

め
、
汚
水
と
雨
水
を
一
緒
に

流
す
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

宅
地
内
の
屋
根
や
庭
に
降
っ

た
雨
水
が
誤
っ
て
汚
水
管
に

流
れ
る
と
、
各
家
庭
か
ら
の

汚
水
が
流
れ
に
く
く
な
っ
た

り
、
豪
雨
の
際
に
逆
流
し
た

り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

雨
水
が
汚
水
管
に
流
れ
る

よ
う
誤
っ
て
接
続
さ
れ
て
い

な
い
か
ど
う
か
を
確
認
し
、

誤
接
続
の
場
合
は
、
早
急
に

市
に
登
録
が
あ
る
排
水
設
備

指
定
工
事
店
に
よ
り
改
善
し

て
く
だ
さ
い
。

雨
水
を
汚
水
管
に
流
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

下
水
道
の
雨
水
侵
入
防
止
対
策
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

セルフチェックのお願い

雨水が汚水管に流れていないか確認しましょう。

点検方法　①雨天時に家庭の水道水の使用を止めた状態にする。
　　　　　   ②公共マスに水が流れていないか確認する。

公共マスは、
おおむね道路と
宅地の境界近く
にあります。

白色のプラスチック製のものと、
黒色・茶色の鉄のふたのものが
あります。

ふたを開けるに
は、マイナスド
ライバーが必要
です。

下水道管に流せるものは、トイレ・台所・お風呂
などの汚水のみです。正しく利用して、下水道管
のトラブルを防ぎましょう。

排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
一
覧

は
こ
ち
ら
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
） H P

下
水
道
課
（
春
日
庁
舎
内
）

☎
74
‐
０
２
２
４

問
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４月 1 日～ 20 日 届出順（敬称略）戸籍のまど

太田　瑛
え い た

多　辰
た つ や

弥　氷上町西中

楠　　晴
は る

琉　孝
こうざぶろう

三郎　氷上町香良

田原　凛
り こ

來　優
ゆ う や

也　氷上町上成松

平田　蓮
は す く

空　航
こうへい

平　青垣町栗住野

上田　悠
は る ま

真　雄
ゆ う き

基　柏原町柏原

山本　暁
あ き と

斗　哲
て つ や

也　氷上町西中

山本　瑛
え い と

斗　哲
て つ や

也　氷上町西中

楠　　椛
も あ

愛　健
けんたろう

太郎　氷上町西中

近藤　蓮
れ お

桜　宏
ひろゆき

之　春日町東中

須原　美
み は る

春　秀
しゅうじ

次　市島町中竹田

植木　宏
こうたろう

太郎　和
かずひろ

宏　氷上町上新庄

髙見　　紬
つむぎ

　忠
ただとし

寿　市島町喜多

畑中　葵
き は る

春　聖
せ い や

矢　青垣町大名草

足立　颯
そ う ま

真　友
ともひろ

博　山南町野坂

門栗　蘭
ら な

那　代
だ い ち

知　山南町西谷

足立　果
か え で

楓　健
けんさく

策　氷上町石生

森奥　昴
こうせい

晴　晃
あきよし

好　柏原町挙田

上山　瑛
えいじろう

次郎　慎
しんたろう

太郎　氷上町成松

足立　和
か ず よ

代　67歳　氷上町市辺 

足立　千
ち づ え

鶴枝　65歳　氷上町新郷

田畑　むめ　104歳　氷上町中

矢持　はつゑ　91歳　春日町鹿場

蘆田　　均
ひとし

　86歳　青垣町東芦田

井元　俊
としろう

郎　89歳　山南町太田

大前　きしゑ　93歳　山南町上滝

荻野　徹
てつろう

朗　77歳　春日町新才

武田　　明
あきら

　90歳　青垣町惣持

常岡　美
み ち よ

智代　83歳　柏原町上小倉

田中　保
や す お

夫　86歳　氷上町氷上 

荻野　としゑ　99歳　春日町山田 

勢志　よし子
こ

　97歳　氷上町新郷

山内　愛
あ い こ

子　96歳　春日町上三井庄

吉良　吉
き ち じ

二　78歳　市島町下竹田

土田　正
まさとし

敏　75歳　青垣町中佐治

山本　明
あ き お

生　78歳　春日町野上野

岡本　美
よしのり

登　85歳　氷上町西中

善積　芳
よしのり

則　77歳　氷上町大崎

大垣　規
き く じ

久治　84歳　山南町草部

橋本　冨
と み じ

治　92歳　氷上町西中

山田　泰
や す し

司　91歳　氷上町石生

有田　喜
き く お

久男　74歳　氷上町油利

伊藤　秀
ひ で お

雄　64歳　市島町白毫寺

門栗　喜
き み よ

美代　88歳　山南町西谷

下野　義
よ し お

夫　84歳　青垣町小稗

青木　保
や す お

夫　82歳　市島町中竹田

中川　浩
ひろかず

一　89歳　氷上町成松

田中　光
み つ こ

子　67歳　氷上町成松 

田畑　昇
しょういち

一　92歳　山南町岡本

近藤　均
ひ と し

司　65歳　春日町野村

田中　貞
さ だ こ

子　97歳　氷上町犬岡

戸倉　　正
まさる

　82歳　山南町梶

細見　昌
しょうじ

二　87歳　氷上町鴨内

細見　義
よしはる

春　84歳　春日町上三井庄

山内　昭
あきなみ

南　77歳　春日町平松

吉見　八
や え

重　91歳　市島町下竹田

お誕生おめでとうございます
赤ちゃん　保護者　住　所

平成 28 年５月 27 日　門内 惺
せ い が

河くん

平成 27 年５月６日　常石 結
ゆ な

菜ちゃん（写真左）妹さんといっしょに！
平成 26 年５月 29 日 竹本 彩

あ や め

芽ちゃん ( 写真右 )

平成 30 年５月 16 日 竹本 啓
け い し

士くん（中央）

平成 31 年４月８日　森奥 昴
こ う せ い

晴くん ( 写真下 )

お兄さんといっしょに！

誕生日

丹波の“幸せさん”を紹介

平成 22 年５月 10 日　服部 香
か ほ

保さん（写真右）

お姉さんといっしょに！

平成 30 年５月 20 日　藤平 明
は る ま

真くん

誕生日

平成 25 年５月９日　三方 葵
あ お い

衣ちゃん（写真右）
お兄さん・妹さんといっしょに！

 誕生日

 誕生日

はぴたん
Happy Tamba

誕生日

出生

柏原町
柏原

柏原町
挙田

市島町
中竹田

氷上町
石生

氷上町
成松

氷上町
新郷

氷上町
三方

誕生日

掲・示・板

世帯数と人口
総人口　 ６４，３１９人    　（△６１）　       
　 男　　３０，８４１人　    （△２８）
 　女　　３３，４７８人 　   （△３３）　
 世帯数　２５，８４２世帯 　   （４７）
＊平成 31 年４月末現在・（　）内は前月比
＊住民基本台帳に基づいて掲載

市内交通事故発生状況　
死　　者　　　　　１人  　    　（△１）
傷　　者　　　    ６１人  　　（△１０）
人身事故　　　　４８件  　　　（△４）
物損事故      　  ５６０件　  （△１２０）   
＊平成 31 年４月末現在・   （　）内は前年同月比

今月の税
固定資産税（１期）/ ５月 31 日（金）まで
軽自動車税（一括）/ ５月 31 日（金）まで
　税務課（氷上庁舎内）☎ 82‐2003

次回の休日開庁日

５月 25 日（土）・６月 22 日（土）
午前９時～正午　＊氷上庁舎市民課のみ
＊休日開庁日（毎月第４土曜日）の取扱業務

・住民票、戸籍謄（抄）本
・印鑑登録、印鑑登録証明書
・住民票、戸籍に関する諸証明書
※転入・転出の届出や税務証明の発行は行っ
ていません。
問市民課（氷上庁舎内）☎ 82‐2002問

次回の献血 　　
５月 28 日（火）春日住民センター
＊午前 10 時～午後４時
６月２日（日）市島花しょうぶ祭り会場
＊午前９時 45 分～午後３時
６月 20 日（木）山南住民センター　
＊午前 10 時～午後４時
問 健康課 （氷上保健センター内）☎ 82‐4567

 献血カー
ドをお持ち
ください

氏　名 　年齢   住　 所 
お悔やみ申し上げます

◇おことわり
大型連休のため、４月
20 日届出分まで集計し
て掲載しています。4 月
21 日以降届出分は、６
月号に掲載します。

　「はぴたん‐Happy Tamba‐」では、生まれた子、
新婚夫婦、誕生日を迎える子を紹介します。市の
公式 LINE で毎月 20 日前後に掲載者になれるク
ーポンを配信しています。ぜひご登録ください！
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